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季節の節目である節句と学校の節目 

                                 校長  星 埜 京 子 

 

登校時のあいさつで門に立っていると、学校正門前にある病院の白梅が美しく咲いているのが見えます。

確実に春がやってきているのを感じます。日本には、豊かな四季（春・夏・秋・冬）の中で育まれた多くの

「節句」があります。この「節句」は、もともと中国から伝わった風習だそうです。5節句と言われ、1月 7

日の七草の節句 3 月 3 日の桃の節句 5月 5 日の菖蒲の節句 7 月 7 日は笹の節句 9月 9 日が菊の節句 

など季節の草や木に彩られているのが特徴になっているようです。昔の人々にとっての節句はお祝い事で、

人々が集まり日常の面倒くさいことを忘れ、体を休め、日ごろ食べられないごちそうを食べて元気になる機

会でもあったようです。また、おじいちゃんおばあちゃんから孫まで、多くの家族が顔を合わせ子供たちの

成長や互いの健康を喜び合う機会でもあったようです。3月は学校において、学年の締めくくりという節目

でもあります。子供たちにとって、4月から始まって 1年間いっしょに勉強し、学校での生活を一緒に過ご

してきた友達や先生たちと、互いのがんばりを認め合い、元気に過ごせたことを喜び合えるといいです。各

ご家庭でも、この 1年間を振り返りお子様の成長を確かめ、がんばりを褒め一緒に喜んでください。 

今年度は、全国で始まった GIGAスクール構想実施の 1年目となりました。文部科学省が打ち出した GIGA

スクール構想は、義務教育を受ける児童生徒のために、一人一台の学習者用タブレットを貸与し、高速ネッ

トワーク環境を整え最先端の ICT教育を活性推進させていく計画です。原田小学校においては、すべての学

級で学年に応じた発達段階に合わせてタブレットを活用した授業が進められております。それにより、一人

一人に最適な学びによる基礎学力の向上を図る、一斉学習、協働学習、個別学習など様々な活動において、

一人一台タブレットを学びの道具として活用する、自学自習、家庭学習の習慣化による学習意欲の向上を図

りたい、などの成果をねらっています。教員にとって、教科の特性や指導のねらいを意識しながら、指導対

象の児童の発達段階に合わせ、効果的な ICT活用を考え取り入れることは容易なことではありません。しか

し、これからを生きる児童にとって ICTの活用は不可欠です。原田小の教員全員が毎日行う普段の授業の中

で ICTを活用する指導に焦点を当て、校内研究として実践的に取り組んでいます。活用においては、児童の

ICT への順応性が高いといった現状に助けられている面もあります。1 月からの欠席の増加に伴いオンライ

ンでの授業配信も行っているところですが、「黒板の板書が見にくい」「声が聞き取りにくい」などまだ課題

はあるようです。感染防止のため保護者会もオンラインで行うなど、学校にとっても学校運営の大きな節目

の時を迎えています。学校においては、タブレットは学習のためのものだという認識で「原田小 タブレッ

トルール」を指導していきます。ご家庭でのタブレット活用も多くなり、環境面や使用についてご家庭での

約束などご協力をいただくことも多くなりますが、よろしくお願いいたします。 

3月 25日には、99名の 6年生が未来への夢を掲げて原田小学校を巣立っていきます。誰もが想像しなか

った新型コロナウイルス感染症の流行で、5年生時・6年生時の 2年間の学校生活は、思い描いていたもの

とは違っていたかもしれません。その中でも、6年間小学校で培った力は確実に身に付いていると信じてい

ます。卒業生一人一人が中学校という新しい環境の中でさらにきらきらと輝く大きな飛躍をすることを願っ

ています。 
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1 火 

 

2 水  

3 木 社会科見学（５） 

4 金  

5 土 葛飾教育の日 

6 日   

7 月 
全校朝会  

避難訓練 

8 火 
特別時程 

クラブ⑩(最終) 

9 水 避難訓練予備日  

10 木 
平和朝会  安全指導 

特別時程  

11 金 社会科見学（４） 

12 土   

13 日   

14 月 全校朝会  特別時程  

15 火  

16 水   

17 木 児童集会⑨ 

18 金 誰でも相談日③ 

19 土   

20 日   

21 月 春分の日 

22 火 
卒業式予行練習(5・6) 

４時間授業 

23 水 給食終  大掃除 

24 木 
修了式 

卒業式前日準備(5) 

25 金 卒業式 

26 土 春季休業日始 

27 日   

28 月   

29 火   

30 水   

31 木   

３月の行事予定 

できることを工夫して 
特別活動部      

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、特別活動に関わる

様々な活動が制限され、例年とは違った形で工夫をしながら

実施することが多くありました。 

２月２４日に行われた６年生を送る会では、最上級生とし

て原田小学校をまとめてくれた６年生に、在校生から手作り

の「はらだるまメダル」と「しおり」をプレゼントしました。

昨年度は感染拡大の影響により、縮小化された６年生を送る

会になってしまっただけに、今年は他にできることはないか

各学年や学級で考え、話し合いました。密にならないよう感

染症対策をしながら、各学年で「６年生おめでとうムービー」

を作り上げました。どの学年も、６年生に対する感謝の気持

ちを伝えており、素敵な６年生を送る会になりました。 

今年度は思うように活動ができなかった縦割り班活動で

すが、来年度は更なる充実を目指しています。「はらだるま

タイム」と名称を改め、月に１回活動する予定です。６年生

のリーダーシップ、１年生から５年生のフォロワーシップが

育ち、共創していく経験を積み重ねられるような活動にして

いきます。 

 

高学年に向けて 
４年担任      

毎日元気いっぱい、パワーあふれる４年生です。３学期の

始業式には、代表児童が３学期に頑張りたいことを発表しま

した。また各学級でも、それぞれ３学期のめあてを立てまし

た。その中には、これから学校を支えていく高学年としての

立場を自覚した言葉が数多く見られました。次年度には高学

年に進級するという意識が高まってきています。 

そんな４年生は、総合的な学習の時間で「今の自分」や「こ

れからの自分」について考える学習を行っています。３月５

日（土）の葛飾教育の日には、学習してきた成果を生かして、

自分のことについて自信をもって紹介するとともに、友達の

良さに気付き合えるような発表の場となるよう、活動を進め

ています。 

４月からは高学年として、委員会活動や、朝の清掃などが

始まり、６年生を支えながら学校をリードする立場になりま

す。残り１か月間、子供たちが希望をもって高学年へ進級で

きるように、今後も学年一丸となり指導を続けていきます。 
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